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概要：近年，研究資料に関するキーワードとして，オープン化，ビックデータおよびオープンサイエ

ンスが挙げられ，資料を永続的に蓄積し再利用可能な情報基盤の整備が急がれている．我々は，整

備が進んでいない非文献資料において，非文献資料版ビッグデータ・オープンデータ化に対応した

情報基盤の開発を進めている．本稿では，全体構想と現在までの成果である学術資源群を基にした

サブジェクトリポジトリ構築の進捗状況等について述べる． 
 
1  はじめに 
近年，オープン化，ビックデータ，および，

オープンサイエンスが研究資料に関するキーワ

ードとなっている．特にオープンサイエンスに

注目が集まっており，論文等成果に加え，その

根拠となる研究資料のリポジトリ化・オープン

化が急がれる．国内でもオープンサイエンスの

推進に向け，内閣府の「国際的動向を踏まえた

オープンサイエンスに関する検討会」が，我国

におけるオープンサイエンス推進のあり方を取

りまとめている[1]． 
一般にオープンサイエンスの推進が議論され

る場合，リポジトリ化・オープン化の対象にな

るのは，実験観測データなどの数値データを始

めとした自然科学分野の研究資料となりがちで

ある．しかし，文化財・博物館学や人文・社会

科学分野で取り扱われることが多い歴史的・文

化的資料（以降，非文献資料）もリポジトリ化・

オープン化の対象とすべきである． 
我々は，2013 年に非文献資料のリポジトリ化

推進のため，学術資源リポジトリ協議会[2]を設

立し，非文献資料の再利用化を目的とし，デジ

タル化，リポジトリ化に関する議論を進めてき

た[3,4]．その一環として，オープンサイエンス

時代に向けた非文献資料版ビッグデータ・オー

プンデータ化に対応した情報基盤の確立を目的

とするプロジェクトを発足させ，研究開発を進

めている． 

本稿では，プロジェクトの全体構想と現在ま

での成果である学術資源群を基にしたサブジェ

クトリポジトリの構築の進捗状況等について述

べる． 
 

2  非文献資料 
非文献資料（あるいは非文献コンテンツ）と

は，広義においては，リポジトリ化が定着して

いる論文を始めとした文献資料に対して，それ

以外の研究資料をさしたものである[5]．その中

でも，今回対象とするのは，文化財・博物館学

や人文・社会科学系の分野での利用が中心の文

献以外の歴史的・文化的資料である．  
既に，自然科学系の分野での利用が中心の実

験データを始めとした数値データに関しては，

いくつかの分野でリポジトリ化・オープン化の

試みが実施されている．一方，今回対象とする

非文献資料に関しては，文献資料や数値データ

とは違い，物理的，意味的，あるいは履歴的に

も多種多様な特性を持つ資料が多いことなどか

ら進んでいないのが現状である．非文献資料に

も有効なリポジトリ基盤の確立が課題である． 
多様な非文献資料に対して，文献資料では一

般的な機関リポジトリを対象に行われているメ

タデータ収集による横断検索を適用したイメー

ジが図 1 である．資料群固有の情報が埋もれて

しまい（メタデータの欠落と元情報との乖離が

発生），学術的精度を担保することは困難であ



る． 
我々は，リポジトリ化する単位として学術資

源群を考案した[6]．学術資源群とは非文献資料

を学術的な視点から俯瞰的，意味的に分類した

組織に非依存な資料情報の集合である．資料が

関係する分野，利用法，形状，起源など研究者

の視点から分類を行う．様々な分類が考えられ

るが，後述のサブジェクトリポジトリ構築の基

本単とするため，資料の当時の社会での分類（主

に使われ方）を基本とした群とした．  
 

3  学術資源群によるサブジェクトリポ

ジトリ 
本章では，プロジェクトの全体構想とその実

現手法を概説する．  
3.1 全体構想 
図 2 に示すように，信頼性を評価する格付け

モデルを適用した学術資源群によるサブジェク

トリポジトリにより，非文献資料の全登録化・

全公開化・再利用化に耐え得るリポジトリ基盤

の実現を図る．これにより，次のような検索法

を提供でき，研究目的や手法に応じたアクセス

が可能となる． 
 全体検索（従来の横断検索）（図 2 の①） 
 適切な学術資源群への検索（ピンポイン

ト検索）（図 2 の②） 
 適切な格付けの資料への検索（格付けに

よるフィルタリング）（図 2 の③） 
3.2 資料情報格付けモデル 
一方，全登録・全公開を行うことで，様々な

品質（精度）の資料情報が混在し，リポジトリ

基盤全体の資料情報の質の低下が心配される．

全登録と学術的な精度の担保という，相反する

要求を解決する必要がある．この問題に対して

図 1 非文献資料に対する従来の横断検索 

図 2 学術資源群によるサブジェクトリポジトリ 

①全体検索（横断検索） 

②適切な学術資源群へ（ピンポイント検索） 

③適切な格付けの資料へ（格付けによるフィルタリング） 



は，資料情報を登録から公開までの過程におい

て，データの体裁，信頼性，有用性等で評価し

格付けを行う非文献リポジトリ用の資料情報格

付けモデルと，その運用ワークフローを導入す

る．図 3 に登録～公開までのプロセスにおける

資料情報格付けモデルの概要を示す． 
3.3 高付加価値メタデータ 
付加価値メタデータ（高品位な資料情報）を

導入し，前節の格付けで，上のレベルへの移行

を許可する（いわゆるデータ査読）の指標の一

つとなる．資料情報の学術的精度を担保し，資

料情報の再利用に資する．加えて，仮登録・登

録用の「最小限のメタデータ」，および，公開す

るために推奨される「公開用のメタデータ」も

定義する（図 3）． 
 

4  進捗状況 
4.1 サブジェクトリポジトリの構築 

NII が提供するリポジトリプラットフォーム

WEKO[7]を用い，学術資源群を基にしたサブジ

ェクトリポジトリを構築した．現在，表 1 に示

すように，明治期から昭和初期までの旧制高等

学校由来の科学実験機器資料と教育掛図資料の

2 つのサブジェクトリポジトリを構築し試験公

開している．また，天文学機器資料のサブジェ

クトリポジトリの準備を進めている．図 4 に科

学実験機器資料に関するサブジェクトリポジト

リの公開例を示す． 
4.2 今後の展開 
現在は，図 2 の①の状態であるが，資料情報

に対するハーベスティングと DOI 付与を進め

ており，それらが完了すれば，図 2 の②の状態

に移行する．今後，高付加価値メタデータの検

討，資料情報の格付けモデルとワークフローを

開発実装することで，図 4 の③の実現を目指す．

また，サブジェクトリポジトリの整備も進める．  
 

5  おわりに 
本稿では，学術資源リポジトリ協議会が開発

中の非文献資料版ビッグデータ・オープンデー

タ化に対応した情報基盤の開発プロジェクト全

体構想と進捗状況を報告した．構築したサブジ

ェクトリポジトリの評価や，現在開発中の諸機

能については次の機会に報告する．当リポジト

リ基盤の整備により，非文献資料の原則全登録

化・全公開化・再利用化が進み，社会の様々な

図 3 資料の登録～公開までのプロセス 

（資料情報格付けモデルの概要） 



分野で利用が始まったビッグデータの実現（情

報系で取り扱うビッグデータとは規模が違うが，

資料の持つ意味，および，研究スタイルが違う

当該分野では十分にビッグデータと言える）も

可能であり，データ駆動型の研究課題での利用

など，今までにない新たな学術的価値が発見さ

れ，当該・隣接分野を始めとする多分野で活用

が進むと期待できる． 
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表 1 サブジェクトリポジトリの公開状況 

資源群 状況 所蔵機関 
科学実験機

器 
公開 ・新潟大学 

・神戸大学 
・東京大学駒場博物館 
・石川県立自然史資料館 
・大阪教育大学附属図書館 

教育掛図 公開 ・石川県立自然史資料館 
・大阪教育大学附属図書館 
・奈良女子大学附属図書館 

天文学機器 準 備

中 
案：石川県立自然史資料館 
案：国立天文台 

図 4 学術資源群（科学実験機器）によるサブジェクトリポジトリの実装例 
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